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松田母子クリニックにおける無痛・和痛分娩の同意書 

当院における無痛・和痛分娩は硬膜外麻酔法を用いて行います 

 

 

[１] 計画無痛分娩 

 あらかじめ入院日を設定し、分娩誘発をおこないながら硬膜外麻酔を施行します。 

陣痛促進剤を使用しても陣痛が発来しない方がいますので、原則、経産婦さんにお勧めできる方法です。初

産婦さんで希望される場合には予定日直前またはそれ以降をお勧めいたします。事情により相談を承ります。 

 

[２] 自然陣痛発来後の和痛分娩 

 自然陣痛が発来してから硬膜外麻酔カテーテルを挿入する方法です。 

陣痛の発来を待って麻酔を開始するので、陣痛促進剤の使用頻度は減ります。到着から痛みが取れるまで約

1 時間程度かかります。陣痛が来てから来院まで時間がかかる地域に居住される方は間に合わない可能性が

ありますので相談ください。 

 

硬膜外麻酔分娩における主なメリット・デメリットは以下に要約されます。（硬膜外麻酔そのものの副作用については

【松田母子クリニックにおける麻酔同意書】に記載している通りです）。 

≪メリット≫  

① 陣痛の痛みが軽減されるのでリラックスできます。 
② 外陰部や腟に傷ができた場合、縫合時に痛みがありません。 
③ 長時間の痛みによる体力の消耗をおさえます。 
④ 交感神経抑制で血圧が安定します。高血圧や心臓に持病にある方に適しています。 
⑤ 分娩中の緊急帝王切開の頻度が減少します。緊急時、帝王切開が必要となった場合は、手術が速やかにできます。 

≪デメリット≫ 

① カテーテル挿入時に痛みがあります。片効き・まだら効きなどで再挿入となることがあります。 
② 微弱陣痛で陣痛促進剤の使用や吸引・鉗子分娩が必要になることがあります。その場合、腟・肛門裂傷を負うこ

とがあります。 
③ 分娩中歩行困難となることがあり排尿は助産師の導尿/膀胱留置カテーテルとなります。 
④ 赤ちゃんの頭が長期間骨盤内を圧迫するために、子宮口全開大から数時間以上の分娩の際には、産後の排尿障害

や下肢の神経障害のリスクが高くなることがあります。 
⑤ 極めて稀ですが、硬膜下血腫・膿瘍、局所麻酔中毒、全脊椎麻酔などの報告があります。 

 

硬膜外麻酔分娩は健康保険の給付対象とはならないので費用がかかります。【医事課からのご案内】に費用について詳

細を記載しておりますのでご参照ください。 

 

以上のことを説明し、質問に対して返答しました        

年    月    日 

 

説明医師 

 

 

以上の説明を聞き、了解しました 

       年    月    日 

[１]計画無痛分娩  [２]自然陣痛発来後の和痛分娩 を希望いたします。 

 

患者氏名                      


